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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月6日(2014.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下を含む粒子混合物組成物：
ａ）組成物内の金属粒子の全質量に基づいて約３５質量％から約６０質量％の間の量の、
第１の金属を含む第１の金属粒子成分；
および
ｂ）温度Ｔ１で第１の金属と金属間化合物を形成する第２の金属を含む第２の金属粒子成
分；ここで金属間化合物はＴ１よりも１０℃以上高い最低溶融温度を有する；
ｉ）第２の金属粒子成分は、第１の金属のすべてを金属間化合物に完全に変換するために
必要な量より過剰に第２の金属を含み、
ｉｉ）第２の金属粒子成分は、Ｔ１で溶融する第２の金属とキャリヤーの合金を少なくと
も約１０質量％含む。
【請求項２】
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第１の金属が、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｕ、Ｐｔ、Ｉｒ、Ｏｓ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｐｈ、Ｒｕ、Ｇａ、
Ｉｎ、Ａｌ、Ｒｅ、Ｚｎ、Ｎｉ、Ｓｎ、Ｂｉ、Ｓｂおよびそれらの組み合わせから成る群
から選択される、請求項１記載の粒子混合物組成物。
【請求項３】
第２の金属がＳｎ、Ｂｉ、Ｐｂ、Ｃｄ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｔｅ、Ｈｇ、Ｔｌ、Ｓｂ、Ｓ
ｅ、Ｐｏおよびそれらの組み合わせから成る群から選択される、請求項１記載の粒子混合
物組成物。
【請求項４】
第２の金属粒子成分は、さらに、Ｔ１で溶融状態であるかまたはＴ１で第１の合金に可溶
性であることを条件として、少なくとも１種の第２の金属の追加の合金を含む、請求項１
記載の粒子混合物組成物。
【請求項５】
粒子混合物が鉛を含まない、請求項１記載の粒子混合物組成物。
【請求項６】
Ｔ１は２６０℃を超えないか、または１３５℃から２２０℃の範囲である、請求項１記載
の粒子混合物組成物。
【請求項７】
第１の金属はＣｕおよび任意にＡｇを含み、第２の金属はＳｎを含む、請求項１記載の粒
子混合物組成物。
【請求項８】
キャリヤーがＢｉを含み、任意に金属間化合物がＳｎ－Ｃｕ金属間化合物とＳｎ－Ａｇ金
属間化合物から成る群から選択された少なくとも１つの金属間化合物を含む、請求項１記
載の粒子混合物組成物。
【請求項９】
さらに、金属添加物を含み、該金属添加物は任意にＢ、Ａｌ、Ｃｈ、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｚｎ、
Ｇａ、Ａｇ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ａｕ、Ｉｎ、Ｓｂ、Ｂｉ、Ｔｅ、Ｍｎ、Ｐ、Ｃｏ、およびそれ
らの組み合わせから成る群から選択される金属であり、任意に該金属添加物は、粒子、コ
ーティング、またはナノ微粒子である、請求項１記載の粒子混合物組成物。
【請求項１０】
さらに溶剤、フラックス、フラックスを自己不活性化する手段、熱可塑性ポリマー、およ
びポリマー前駆体から成る群から選択される少なくとも１つの有機ビヒクル、またはカル
ボン酸、無機酸、アルカノールアミン、フェノールもしくはロジンの少なくとも１つを含
む、請求項１記載の粒子混合物組成物。
【請求項１１】
請求項１記載の組成物をＴ１に加熱することによって形成された相互接続された冶金学的
なネットワーク：
ここでネットワークは以下を含む；
ａ）第１の金属と第２の金属の金属間化合物、
および
ｂ）第２の金属とキャリヤーの合金、
ここで、引き続いてＴ１に加熱された時に、ネットワークが電気的および機械的に安定で
ある。
【請求項１２】
請求項１記載の組成物をＴ１に加熱することによって形成された相互接続された冶金学的
なネットワーク：
ネットワークが以下から成る群から選択される少なくとも１つの第２の金属粒子成分を含
む；
Ｔ１で溶融する少なくとも１つの第２の金属合金；
少なくとも１つの第２の金属、またはその合金であって、第１の反応性金属との反応で反
応性第２の金属が消耗した時に溶融状態の反応種を再生するもの；および
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第２の反応性金属のナノ微粒子；
ここで、反応生成物が以下を含む：
ａ）少なくとも７５質量％の３００℃未満では溶融しない熱安定性成分、および
ｂ）少なくとも５質量％の２２０℃未満である温度Ｔ２で再溶融する再溶融成分；　
ここで、再溶融がＴ２と３００℃の間の温度への複数回の暴露の間、一貫したエネルギー
で起こり、再溶融成分はネットワーク中に普く分散され、
再溶融がネットワークのバルクな弾性率を低下させる。
【請求項１３】
反応生成物が再溶融成分を少なくとも１０質量％または２５質量％で含む、請求項１２記
載の相互接続された冶金学的なネットワーク。
【請求項１４】
以下を含む電気的および熱的に伝導性の内部接続を形成する方法：
ａ）　請求項１記載の組成物の所定量を少なくとも２つの部材のアセンブリに適用するこ
と；ここで、該少なくとも２つの部材は電気的および熱的に相互接続されることになって
いる；
ｂ）　組成物を１３５℃から２２０℃の間の温度Ｔ１まで加熱する；ここで、Ｔ１は１３
５℃から２２０℃の間であり、第１の金属および第２の金属が結合して、少なくとも１つ
の金属間化合物を形成し、好ましくは第１の金属のすべてが金属間化合物に変換され、任
意に金属間化合物は３００℃未満で溶融しない熱安定性金属成分である。
【請求項１５】
該方法が以下を含む金属ネットワークを生成する、請求項１４記載の方法：
ｉ）少なくとも７５質量％の熱安定性成分、および
ｉｉ）少なくとも５質量％の、２２０℃未満である温度Ｔ２で再び溶融する再溶融成分；
ここで再溶融成分がネットワーク中に普く分散される。
【請求項１６】
金属ネットワークが再溶融成分を少なくとも１０質量％または２５質量％で含む、請求項
１５記載の方法。
【請求項１７】
Ｔ２が１８０℃未満、または１５０℃未満である、請求項１５記載の方法。
【請求項１８】
さらに、以下の工程を含む請求項１５記載の方法：
ｃ）Ｔ２および約３００℃の間にネットワークを加熱する工程、ここで再溶融成分は溶融
するが、熱安定性成分は溶融しない；その結果、ネットワークのバルクな弾性率を低下さ
せる、ここで任意に前記の少なくとも２つの部材は内部接続部材と異なったＣＴＥｓを有
する。
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